
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３０８ 

令和５年度 美術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「高校生の美術２」 （日本文教出版） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・観察したことや感じ取り考えたことから表現する「絵画」や目的や機能を考え表現する「デザイ

ン」、「鑑賞」の分野について学習します。美術１で学習した美術表現の要素を基礎に、個々の

感じ方や見方を見つめて構想を練り、表現の仕方を創意工夫して表現しましょう。 

・様々な美術作品や身の回りにある美術を多様な視点から鑑賞し、造形的なよさや美しさを感じ取り、

感じ方や見方を深めましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

美術の幅広い創造活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情をそだて

るとともに、感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・主題を表現するにあたっ

てふさわしい技法や表現

形式を選びその制作手順

を理解し、表現に生かす。 

・美術作品の表現方法の歴

史的な意義を知り、多様な 

視点から考える。 

・造形的なよさや美しさ、表

現の意図と創意工夫、美術

の働きなどについて考え、

自己の主題を生成し創造的

に発想し構想を練ってい

る。 

・価値意識をもって美術や美

術文化に対する見方や感じ

方を深めている。 

主体的に美術の幅広い創造活

動に取り組もうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

表
現
と
主
題
（鑑
賞
） 

主題と表現を考える。 

美術の様々な時代や場所に

起源を持つ美術について、写

真の発明等のテーマを決め、

各自が調べた内容を班で発

表し、それぞれの発表につい

て意見を交換し、表現の多様

性を知る 

a：教科書の作品例、クロムブッ

クを活用し、自分が調べるテーマ

を決め、文章にまとめている。 

b:テーマの背景と表現のつなが

りに気付き、作品例もあげて、ま

とめている。 

c:調べた内容や、発表を比べ、

様々な美術の良さや表現方法を

深く味わっている 

プリント 

レポート 

レポート プリント 

レポート 

授業観察 

両
手
を
描
く
（（絵
画
） 

       
 ） 不思議な世界を楽しみ 

鉛筆を持つ手を描いている手

を描く 

 

 

 

 

a:見ながら描けない利き手を含

め両手を描いている 

b:形や、描く角度などを工夫して

描き表現している 

c:鉛筆で明暗の調子をしっかり

つけ、描かれた手と描いている手

の違いを表現している 

模写プリ

ント 

 

 

 

 

作品 

 

 

 

 

 

模 写プ リ

ント・ 

作品 

授業観察 

 

 

 

色
鉛
筆
に
よ
る
両
手
の
デ
ッ
サ
ン
（ 

絵
画
） 

 

①両手のポーズを組み合わ

せ、自分の表す主題（イメー

ジ）が表現できるように色鉛筆

を使い下絵を描く 

 

 

 

 

 

 

 

a:両手ポーズを取ったものを組

み合わせ、テーマを決めて表現し

ている 

b:手のポーズと明暗に着目し、色

鉛筆の色を重ねることにより、光

と影の表現とイメージ表現のつ

ながりについて気付いている 

c:主題にあった色の色鉛筆を数

色重ねることにより、手の明暗を

表現し、主題のイメージを表現し

ている 

ク ロ ッ キ

ー 

作品 

 

クロッキー 

作品 

授業観察 

２
学
期 

両
手
の
作
品
制
作
（（絵
画
・鑑
賞
） 

 色鉛筆で表現した両手のデッ

サンをもとに、黄金矩形、２矩

形について知り、構図に生か

す  

色調を考え、アクリル絵の具

で表現する 

・友人の作品を鑑賞しレポー

トを書く 

a:学習した矩形に手の形が接す

るように構図を決めて表現して

いる・友人の作品の良いところを

見つけ鑑賞している 

b:黄金（ルート 2）矩形に接する

だけでなく、手の中にある黄金比

について考察している・友人の作

品から表現されている主題をよ

みとろうとし鑑賞している 

ｃ:複数の美しい矩形を組み合わ

せて手や背景を描く位置を決め

構図を考えている・友人の作品か

ら表現意図と色彩、構図との関係

を読み取り鑑賞している 

 

プリント 作品 プリント 

作品 

授業観察 

√ 
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３
学
期 

パ
ズ
ル
制
作
（ 

デ
ザ
イ
ン
） 

遊びのデザインについて調べ

る 

自分をキャラクターとしたイラ

ストを、一つのピースとし、興

味のある一つのテーマに沿い

ピースを組み合わせ、アクリル

ガッシュで着彩してパズルを

制作する 

a: 目的や意図に応じて材料や用

具の特性を生かし、表現方法を工

夫して目的や計画を基に表現し

ている。 

b: アピールする事物などデザイ 

ンの目的、機能、美しさなどから 

主題を生成し、描画材や表現形式 

の特性、形や色彩などの働きを 

考えて表現の構想を練り表現し 

ている。 

C: 生活や社会を心豊かにするデ 

ザインの働きやデザイン目的や 

条件、機能や用途などを考えて表 

現しており、表現や鑑賞の活動 

に主体的に取り組んでいる。 

レポート 

プリント 

作品 レポート 

プリント 

作品 

授業観察 

 

 

 

 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


